
全体的な計画・指導計画と保育所保育指針の「内容」の対応付け表の作成について 

 

 図１は乳児保育に関する対応付け表の例である。左に並んでいる項目は、生駒市立幼稚

園・保育園・こども園教育・保育カリキュラム（生駒市教育委員会、生駒市教育部幼保こ

ども園課作成。通称、園統一カリキュラム）の０歳児の年間計画の「内容」から取ってい

る。一番上の行にある「健やかに伸び伸びと育つ」「身近な人と気持ちが通じ合う」「身近

なものと関わり感性が育つ」は、保育所保育指針「第２章 保育の内容 １ 乳児保育に

関わるねらい及び内容」の３つの視点である。その下の①～⑤の数字は、「⑵ねらい及び内

容 (ｲ) 内容」の番号である。例えば、「健やかに伸び伸びと育つ」の①は「保育士等の愛

情豊かな受容の下で、生理的・心理的欲求を満たし、心地よく生活する」という事項を指

している。 

 ４～５か月の一番上の「やさしく声をかけてもらいながら、ゆったりとした雰囲気の中

で、ミルクを十分に飲む。」という項目は、○が９個ついている。この○の意味は、「やさ

しく声をかけてもらいながら、ゆったりとした雰囲気の中で、ミルクを十分に飲む。」とい

う経験する際に、子どもは保育所保育指針の「保育士等の愛情豊かな受容の下で、生理的・

心理的欲求を満たし、心地よく生活する」という事項を含めて９の内容を経験するように

計画しているということである。 

 

 

図１．乳児保育に関する対応付け表の例 

 

 １歳児と２歳児に関する対応付け表を作る際は、期や内容を自園の年間計画から取り、 

一番上の行に「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の５つの領域を示し、その下に

「⑵ねらい及び内容 (ｲ) 内容」の番号に合わせて、①～⑦または⑥の数字を書くこと。 

 全体的な計画・指導計画と保育所保育指針の「内容」の対応付け表の提出に当たっては、

自園の全体的な計画や指導計画を左に入れて対応付けをする。乳児保育については、各事

項を縦に見て○が１つ以上付いていることが望ましい。１歳児と２歳児の保育については、

２年間で、各事項を縦に見て○が１つ以上付いていることが望ましい。それが保育所保育

指針で求められている経験を保証することになるからである。 

 

【様式６－７】 の書き方 


